
本
市
が
空
襲
を
受
け
た
の
は
五
十

八
年
前
、
昭
和
二
十
年
の
八
月
五
日
。

翌
日
に
広
島
市
、
四
日
後
に
は
長
崎

市
へ
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
十
五
日
、
日
本
は
無
条
件
降

伏
し
、
終
戦
を
迎
え
た
の
で
す
。

�
前
橋
大
空
襲
で
535
人
も
の
死
者

八
月
五
日
午
後
十
時
三
十
分
、
前

橋
大
空
襲
は
照
明
弾
の
投
下
で
始
ま

り
ま
し
た
。
続
い
て
岩
神
町
に
焼
夷
し
ょ
う
い

弾
が
落
と
さ
れ
、
県
立
第
一
工
業
高

校
（
現
在
の
三
中
付
近
）
と
共
愛
女

学
校
が
炎
上
。
市
中
心
部
の
空
襲
は

一
時
間
十
五
分
に
も
及
び
ま
し
た
。

こ
う
し
た
空
襲
は
九
十
二
機
の
Ｂ

29
爆
撃
機
に
よ
る
も
の
。
六
百
九
十

一
�
の
焼
夷
弾
、
十
七
・
六
�
の
破

砕
爆
弾
、
十
五
・
二
�
の
一
般
爆
弾

が
投
下
さ
れ
、
受
け
た
被
害
は
死
者

五
百
三
十
五
人
、
負
傷
者
六
百
人
。

被
災
戸
数
一
万
千
四
百
六
十
戸
、
被

災
人
口
は
六
万
七
百
三
十
八
人
（
全

市
人
口
の
六
五
・
二
％
）
で
し
た
。

特
に
多
く
の
死
者
を
出
し
た
所
は
、

広
瀬
川
比
刀
根
橋
脇
の
防
空
壕
と
細

ケ
沢
十
字
路
（
住
吉
町
一
丁
目
）
の

水
路
で
し
た
。
こ
の
防
空
壕
周
辺
は

火
の
海
と
な
り
、
中
に
い
た
人
が
窒

息
死
し
ま
し
た
。
ま
た
市
外
へ
逃
れ

る
人
が
猛
火
に
巻
か
れ
、
水
路
へ
逃

げ
込
み
な
が
ら
、
死
ん
で
し
ま
っ
た

の
で
す
。

�
周
辺
町
村
も
空
襲
に

昭
和
二
十
九
年
以
降
に
本
市
と
合

併
し
た
周
辺
町
村
に
も
、
空
襲
の
被

害
が
及
び
ま
し
た
。
上
川
淵
・
下
川

淵
・
芳
賀
・
桂
萱
・
東
・
元
総
社
・
総

社
・
南
橘
・
木
瀬
（
永
明
・
城
南
の

一
部
）
の
各
地
区
を
合
計
す
る
と
、

死
者
四
十
七
人
、
負
傷
者
百
十
四
人
、

被
災
戸
数
五
百
十
一
戸
で
し
た
。

戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
め

い
福
を
祈
る
た
め
に
、原
爆
記
念
日
な

ど
に
は
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

広
島
原
爆
記
念
日
＝
８
月
６
日
�
午

前
８
時
15
分
　
長
崎
原
爆
記
念
日
＝

８
月
９
日
�
午
前
11
時
２
分
　
戦
没

者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
＝

８
月
15
日
�
正
午

前
橋
空
襲
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
を
開

催
し
ま
す
。
平
和
の
大
切
さ
を
、
も

う
一
度
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
８
月
11
日
�
〜
15
日
�
、
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
　
会

場
＝
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
　
内

容
＝
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
前
橋
空

襲
な
ど
戦
争
の
体
験
文
と
写
真
パ
ネ

ル
二
十
五
枚
を
展
示

３ 広報まえばし

五
十
八
年
前
の
八
月
五
日
、
本
市
は
大
空
襲
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
を
体
験
し
た
人
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
戦
争

の
悲
惨
さ
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
、
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ

と
が
大
切
で
す
。
こ
の
た
め
に
十
一
日
か
ら
市
役
所
で
前
橋

大
空
襲
パ
ネ
ル
展
を
開
催
。
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
の
め
い

福
を
祈
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
に
戦
争
の
な
い
平
和
な
社

会
の
実
現
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

わたしの体験記

空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
、
蒸
し

暑
い
夜
空
を
つ
い
て
狂
っ
た
よ
う
に

鳴
り
響
く
。
今
夜
は
前
橋
の
番
か
な

と
一
瞬
思
う
。
床
下
に
掘
っ
た
穴
に

家
族
と
潜
り
込
む
。
静
か
だ
。

突
如
、
Ｂ
29
の
爆
音
が
頭
上
に
迫

っ
て
き
た
。
急
に
外
が
明
る
く
な
る
。

照
明
弾
に
続
き
、
焼
夷
弾
攻
撃
が
始

ま
っ
た
。
も
う
生
き
た
心
地
が
し
な

い
。「
利
根
河
原
へ
逃
げ
ろ
」
と
い
う

怒
鳴
り
声
で
穴
か
ら
出
る
と
、
空
は

真
っ
赤
。
逃
げ
惑
う
人
た
ち
、
名
を

呼
ぶ
人
、
倒
れ
て
動
か
ぬ
人
。
子

ど
も
が
泣
く
。
地
獄
図
だ
。

ど
の
く
ら
い
た
っ
た
ろ
う
。「
も

う
飛
行
機
の
音
が
し
な
く
な
っ
た

ぞ
」と
い
う
声
を
聞
い
た
途
端
、
全

身
の
力
が
抜
け
た
。
防
空
壕
か
ら

皆
疲
れ
き
っ
た
表
情
で
出
て
く
る
。

い
つ
ま
で
続
く
こ
の
暮
ら
し
。

熱
気
の
た
め
か
、
灰
ま
じ
り
の
雨

が
降
り
出
し
た
。
黒
い
雨
で
も
い

い
、
も
っ
と
降
っ
て
、
戦
争
を
押

し
流
し
早
く
終
わ
り
に
し
て
く
れ
。

め
い
福
祈
り

み
ん
な
で
黙
と
う

ご
覧
く
だ
さ
い

市
役
所
で
パ
ネ
ル
展

問
い
合
わ
せ
は
生
活
課
�

８
９
０
―
６
２
３
７
へ
。

戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会
い
つ
ま
で
も

８
月
11
日
〜
15
日
に
市
役
所
で
前
橋
大
空
襲
パ
ネ
ル
展

焼け野原になった市街地焼け野原になった市街地�焼け野原になった市街地�

黒
い
雨

長
谷
川
秀
雄
さ
ん

山
王
町
一
丁
目

74
歳


